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1. はじめに   
 辞書の大辞林によると、「し」は「①事実や条件の並列、強調 ②理由、原因 ③
結果、判断を暗示＜終助詞的な用法＞、④相反する条件、事柄の並列」等を表す。日
本語教育では「し」は接続助詞として主に「理由などの並列」（Endo, 1986 等）、「和






（1）セイコーエプソン コマーシャル 2004 年 7 月放送（1） 
 ＜女子社員柴崎がオフィスの様々な所にプリンターを置こうとしている＞ 
 上司： 柴崎君。 
 柴崎： 置けちゃう。 
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 ＜柴崎が上司の机の上にプリンターを置く＞ 上司：そこ、私のデスクだし。 
 ＜ロッカーの上にプリンターを置く＞ 上司：そこだと届かないし。 
 ＜部長の膝の上にプリンターを置く＞ 上司：部長の膝の上だし。 
 ＜部長と上司がプリンターを持っている＞ 上司：部長に持たせてるし。 
 柴崎： 置けちゃう、置けちゃう。 ＜柴崎、走っている＞ 























 A: もう、最近は「とりあえず、ブロッコリー買っとけ」みたいな。 
 B: レンジでチンすればいいし。 
 C: 栄養あるし。 
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 A: そうそう。 
 
（3）『お父さんといっしょ』インターネット 2003 年 6 月（2） 
 I： それぞれの家庭にもよると思いますが、お母さんよりもお父さんとの関係のほ   
   うがより人間対人間になるのかもしれませんね。 
 E: 大人になってくると離れてみられるようになるし。 
 K: それは明らかだね。 
 










（4）『秘密』東野圭吾 （p. 107）（3） 
 H: 何だよ、その笑いは。 
 N: いやあ、やっぱり気になるんだろうなあと思って。あたしだって気になったし。 
 
（5）『負け犬の遠吠え』酒井順子 （p. 30）(4) 
 



















（6）『ガキの頃はバカだったなあ』インターネット 2003 年 7 月（5） 
 小学校低学年のころ（略）物語でも絵本でも最後のページに必ず「つづく」と落書  
 していました。しかもマジックで。全然つづいてないし。 
 
（7）「旬の野菜まるごと」フジテレビ 2003 年（6） 




















年 1 月 21 日） 
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表 1 終助詞「ね」と終助詞としての「し」 
観点 
（perspective) 
ね（Hudson and Lu 2003） し 
行動 
（performance) 






intensify the level of involvement 
 （Maynard 1989) 
affective common ground  （Cook 1992） 
turn-management device （Tanaka 2000） 
共 通 感 覚 （ common 




information shared by the speaker and the 





modality-like functions of 
‘estimate[yosoku] and assumption 








な初級の教科書 8 冊（『げんき』『みんなの日本語 II（本冊及び翻訳・文法解説英語版）』
『なかま 2』『Situational Functional Japanese 2（以下 SFJ）』 『Japanese for Busy People II』





 『げんき』『みんなの日本語 II』『なかま 2』『Situational Functional Japanese』 
『Japanese for Busy People II』 
 田中： もう、バスないわね。 
 山下： じゃ、タクシーよぼうか。鈴木さんもよっぱらっちゃったし。 
 田中： そうね。  （SFJ p. 204） 
 
（10）他にもあるという暗示  
 『みんなの日本語 II』『Japanese as Spoken Language』『なかま 2』 
 色もきれいだし、この靴を買います。 
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 （みんなの日本語 II 翻訳・文法解説英語版 p. 21） 
 
（11）事実などの列挙  
 『ようこそ』『Introduction to Modern Japanese Grammar Notes』『Situational  
 Functional Japanese』 『なかま 2』『Japanese as Spoken Language』 
 リサさんはポークも食べるし、チキンも食べます。（SFJ p. 213） 
 
（12）間接的、やわらげ  
 『ようこそ』『なかま 2』 
 雤がふっているし、今日は家にいます。 










（13）『げんき II』 L.13 （p. 6） 
 店長： ワンさんはどうしてこのアルバイトに興味があるんですか。 
 ジョン：おもしろそうですから。いろいろな人に会えるし、日本語も使えるし。 
 
（14）『げんき II』L.17 （p. 92） 
 スー： 私の友だちの会社は休みが多くて、残業をしなくてもいいそうですよ。 
 たけし：うらやましいですよ。ぼくの会社は休みも尐ないし、給料も安いし、最低   
     です。 
 スー： 会社に入る前にどうしてもっと調べなかったんですか。 
 
（15）『なかま 2』 Ch.4 （pp. 192-193） 
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 リー： はんこはなくてもいいの。 
 アリス：小さい銀行ならいるかもしれないけど、大きい銀行ならたいていサインが  
     使えるし、いらないわよ。でも、日本でははんこはあったほうが便利よ。 
 
（16）『みんなの日本語 II』 L.28 （p. 19） 
 （息子に英語を教えてほしいという依頼を一度断ったあと） 
 小川： お茶でも飲みながら、おしゃべりしていただけいませんか。 
 ミラー：うーん、出張も多いし、もうすぐ日本語の試験もあるし…。それに今ま   
     で教えたことがありませんから…。 
 小川： だめですか。じゃ、残念ですが…。  
 
（17）『Japanese for Busy People II』L.5 （p. 53） 
 鈴木： あ、新しいワープロが来ましたね。 
 チャン：ええ、これは使い方がかんたんですし、画面も大きいですし、いいです  














 具体的な例を挙げると、例えば、『げんきⅡ』第 22 課の使役形の練習には次のよう
なペアワークがある。与えられたトピックについて話しなさいというタスクに 
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(18) L.22 （p. 211） 
 A: 親になったら子供に何をさせてあげますか。 
 B: 子供が楽器を習いたかったら、習わせてあげます。 
 A: どんな楽器ですか。 

















（20）『LOHAS は名古屋に学べ』AERA 2006 年 1 月 （p. 58）（9） 
 P：もっとも、早寝早起き、というのもロハスの大事な構成要件ですよね。電気も  
   節約できますし。 
 T:：そういう地域のコミュニティーを面倒くさいと思うのか、実はとても大事なこ  
   とだと思うのかが、これからの日本の岐路になると思いますね。 
 P：そう、本当は大事なんですよね。誰かが病気するとバーッと広まるし。（略） 
 
 『げんきⅡ』には多くのナラティブの練習が課せられている。例えば第 16 課「最
近のいい経験について話しなさい」（p. 91）、第 22 課「子供の時、させてもらえなか
ったことについて話しなさい」（p. 218）などである。上記の例文（19）（20）はナラ
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